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歌
」
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と
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「
山
の
歌
」
と
「
川
の
歌
」
と
は
、
「
山
、
峰
、
岳
、
丘
」
な
ど
の
歌
語
と
「
川
、
瀬
、
天
の
川
」
な
ど
の
歌
語
が
詠
み
込
ま
れ
た
歌
を

指
す
。
丘
を
含
ま
せ
た
の
は
、
雷
丘
を
雷
山
と
も
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
甘
南
備
山
は
、
丘
と
呼
ば
れ
ず
に
山
に
限
定

さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
て
、
小
高
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
う
正
も
山
と
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
固
有
名
調
に
よ
っ
て
は
微
妙
な
使
い
分
け
が

あ
る
。
家
持
に
も
「
正
」
の
歌
は
、
一
例
で
あ
る
。

ま
た
、
天
の
川
を
川
と
し
た
こ
と
も
、
奈
良
時
代
の
一
般
的
な
発
想
で
も
あ
り
、
家
持
は
天
空
を
海
と
し
て
見
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

は
地
上
の
川
も
最
終
的
に
海
に
注
ぐ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
或
い
は
太
陽
や
月
を
船
に
墜
言
え
る
人
間
の
感
性
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
普
遍
的
な

も
の
で
あ
る
。
古
事
記
の
創
世
で
も
天
と
地
が
誕
生
し
た
と
い
う
が
、
西
郷
信
網
氏
が
言
、
つ
天
地
初
発
の
地
と
は
、
地
球
で
あ
り
、
陸
と

(註
l
)

海
を
指
す
。
と
す
れ
ば
天
に
も
海
も
陸
も
あ
り
、
安
の
河
原
、
高
天
の
原
な
ど
は
陸
地
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
歌
の
解
釈
等
で
数
は
変
わ
る
が
、

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
応
以
上
の
配
慮
を
試
み
た
上
で
、
山
の
歌
と
川
の
歌
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
質
と
す
る
内
容

ま
ず
山
の
歌
、
川
(
「
や
ま
が
は
「
谷
川
」
)
」
を
含
む
)

の
歌
、
そ
し
て
山
と
川
の
意
味
が
あ
る
「
山
川
(
や
ま
か
は
)
」
の
語
を
含
め
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て
一
首
で
山
と
川
を
う
た
う
歌
と
い
う
こ
と
で
三
つ
に
分
類
出
来
る
。
ま
た
、
山
川
の
歌
は
、
習
作
時
代
(
百
五
十
八
首
中
二
十
六
首
)
、

越
中
時
代
(
二
百
二
十
三
首
中
六
十
四
首
)
、
少
納
言
時
代
(
八
十
二
首
中
十
二
首
)
で
あ
る
。
そ
こ
で
山
川
の
歌
番
口
す
だ
け
で
示
せ
ば
、

次
の
表
に
な
り
、
歌
は
百
二
首
が
対
象
と
な
る
。

斌フに
不本( 2 ) 

習作時代

山と川山 11/ 

1554.1568.1447. 
1494.739.466.471. 

715.1035.3854. 
1037.475. 474.1629.3911.1602. 

1635 
1603.765.1464.1632目
769.779.476.477.478 

大伴家持山と川の歌

越中時代

山 11/ 山と川

3962.3969.3978.3981 
3953.4002.4021. 3957.3964. 

3983.3987.4001.4013. 
4022.4023.4028. 3985.3991. 

4015.4026.4076.4089. 
4100.4106.4125. 4000.4006. 

4097.4111.4122.4136. 
4126.4127.4146 4011.4024. 

4145.4151.4152.4154. 
4147.4150.4157 4094.4098. 

4164.4166.4169.4177. 
4163.4189.4190 4116.4156. 

4178.4180.4185.4192. 
4191. 4160.4214. 

4195.4225.4239 

少納言時代

)11 山と川山

4360.4465 4288.4309.4468. 
4266.4281.4305.4395. 
4397.4398.4481. 



( 3 ) 

山
と
川
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
東
征
伝
に
鑑
真
の
言
辞
に
長
屋
王
が
千
の
袈
裟
を
造
り
、
そ
の
縁
に
「
山
川
異
域
も
、
風
月
は
天
を
同

じ
く
す
る
」
と
刺
繍
し
た
と
い
う
こ
と
を
配
慮
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
山
と
川
が
風
土
の
象
被
で
あ
る
か
ら
で
、
同
様
に
天
平
二
十
一

年
三
月
の
越
前
抜
大
伴
池
主
の
贈
歌
(
四

O
七
三
)
に
「
山
こ
そ
ば
君
が
あ
た
り
を
隔
て
た
り
け
れ
」
と
あ
り
、
越
中
国
守
家
持
の
答
歌

(四

O
七
六
)
に
「
あ
し
ひ
き
の
山
は
な
く
も
が
」
と
あ
る
。
共
通
は
月
が
同
じ
里
と
国
を
照
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

池
主
も
家
持
も
こ
こ
で
は
山
が
越
中
と
越
前
を
隔
て
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
川
が
こ
こ
で
登
場
し
て
い
な
い
が
、
越
前
と
越

中
と
い
う
国
の
違
い
と
い
う
こ
と
で
地
域
の
風
土
を
踏
ま
え
た
内
容
に
あ
る
。

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
で
「
や
ま
」
の
項
目
を
見
る
と
、
山
・
山
岳
、
採
木
地
、
そ
し
て
墳
墓
と
あ
る
。
又
、
『
万
葉

集
総
索
引
』
に
よ
れ
ば
、
「
山
」
の
表
記
が
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
万
葉
仮
名
の
例
も
若
干
あ
る
。
さ
ら
に
固
有
名
詞
と
し
て
の
小
倉
山
な

ど
の
例
も
多
い
が
、
出
田
和
久
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
筑
波
山
が
二
十
二
首
、
春
日
山
が
十
八
首
、
三
笠
山
が
十
六
首
、
平
城
山
が
十
四

(註
2
)

首
、
竜
田
山
が
十
三
首
、
富
士
山
と
香
具
山
が
十
一
首
、
そ
し
て
吉
野
山
が
三
首
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

川
は
、
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に
語
釈
と
し
て
川
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
熟
語
は
圧
倒
的
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ

ざ
細
か
く
枝
分
け
し
て
説
明
す
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
万
葉
で
一
番
多
く
詠
ま
れ
た
固
有
名
詞
の
川
は
、
明
日
香
(
の
)
川
が

二
十
六
首
で
あ
る
。
吉
野
(
の
)
川
が
十
六
首
、
そ
の
他
、
泊
瀬
(
の
)
川
が
十
一
首
と
目
立
つ
。
複
数
で
う
た
わ
れ
た
固
有
名
調
を
と

も
な
う
山
も
川
も
例
外
が
あ
る
に
せ
よ
、
明
日
香
と
平
城
京
を
中
心
と
し
た
七
、
八
世
紀
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
名
前
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

大伴家持「山の歌」と IJIIの歌J
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万
葉
全
般
で
山
と
川
と
い
う
意
味
で
「
や
ま
か
は
(
山
川
)
」
も
あ
る
。
川
を
濁
音
で
読
む
「
や
ま
が
は
」
は
、
山
を
流
れ
る
谷
川
の

意
で
あ
り
、
解
釈
に
よ
っ
て
若
干
相
違
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
十
二
首
の
例
が
あ
る
だ
け
で
限
定
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
家
持
も
一
首

(
四
四
六
八
)
谷
川
の
意
味
で
「
山
川
」
を
用
い
て
い
る
が
、
山
と
川
を
「
山
川
」
と
し
て
同
時
に
う
た
う
こ
と
も
万
葉
集
の
特
徴
で
あ
る
。
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そ
れ
は
、
川
の
源
流
と
し
て
の
山
の
存
在
に
も
由
来
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
即
ち
、
矢
釣
山
と
八
釣
川
、
或
い
は
多
武
(
多
武
峰
)

(住
3
)

と
細
川
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

風
土
と
呼
ぶ
内
容
を
山
と
川
と
で
代
表
さ
せ
て
い
る
が
、
家
持
全
歌
数
四
百
七
十
三
首
中
で
百
二
首
が
対
象
で
あ
れ
ば
、
家
持
論
と
し

て
象
徴
な
り
の
意
味
が
あ
る
。

な
お
、
作
品
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
中
西
進
氏
著
『
大
伴
家
持
万
葉
歌
人
の
歌
と
生
涯
(
ー
か
ら
6
)
』
(
角
川
書
庖
平
成
六
年
八
月
か

ら
平
成
七
年
三
月
刊
行
)
を
参
照
し
て
作
品
の
編
年
を
構
成
し
て
い
る
。

斌

家
持
習
作
時
代
(
+
五
歳
か
ら
二
十
九
歳
)

森

万
葉
一
般
で
い
う
山
歌
の
第
一
と
し
て
は
、
引
用
し
た
巻
十
三
歌
の
よ
う
に
人
を
守
る
山
が
あ
る
。
甘
南
備
山
、
香
具
山
、
三
輪
山
な

ど
が
典
型
的
な
そ
の
範
轄
に
入
る
山
で
あ
り
、
日
本
と
い
う
国
を
守
る
の
が
富
士
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
筑
波
山
も
当
然
こ
の
山

の
範
臨
時
に
入
る
。
家
持
で
は
、
越
中
時
代
の
二
上
山
、
立
山
が
相
応
す
る
。
ま
た
、
富
士
山
、
筑
波
山
、
香
具
山
、
三
輪
山
、
甘
南
備
山

は
、
信
仰
の
対
象
に
な
る
山
で
あ
る
。

一
諸
は

あ
し
ぴ
花
咲
き

山
そ

泣
く
子
守
る
山

本
辺
に
は

椿
花
咲
く

人
の
守
る
山

末
辺
に
は

う
ら
ぐ
は
し

(
十
三
・
一
三
一
二
一
一
)

( 4 ) 

次
に
第
二
の
例
と
し
て
は
、
相
聞
歌
な
ど
で
恋
の
障
害
と
し
て
の
山
の
存
在
が
あ
っ
て
、
人
麻
呂
石
見
相
聞
歌
(
二
・
一
一
一
一
一
)
や



( 5 ) 

三
二
四
二
番
は
、
廃
け
と
山
に
叫
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
般
的
に
通
行
の
障
害
と
し
て
の
山
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

旅
人
が
遥
か
遠
い
異
国
に
来
た
こ
と
を
、
或
い
は
生
国
で
な
い
他
国
を
確
認
す
る
山
の
存
在
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
隔
て
の
山
と
し
て
の

存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
も
き
ね

三
野
の
国
の

我
が
行
く
道
の

奥
十
山

奥

高
北
の

日
向
か
ひ
に

行
廃
閥
突

入
は
突
け
ど
も

く
く
り
の
宮
に

あ
り
と
聞
き
て

大伴家持「山の歌」と fJIIの歌J

十
山

三
野
の
山

な
び
け
と

人
は
踏
め
ど
も

か
く
寄
れ
と

心
な
き
山
の

三
野
の
山

(
十
三
・
三
二
四
二
)

ま
た
第
三
の
例
と
し
て
は
、
墳
墓
と
し
て
の
山
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
大
伯
皇
女
が
大
津
の
埋
葬
さ
れ
た
二
上
山
を
う
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
家
持
も
安
積
皇
子
と
亡
妻
の
葬
ら
れ
た
山
を
う
た
う
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

う
っ
そ
み
の
人
な
る
我
や
明
日
よ
り
は
二
上
山
を
弟
と
我
が
見
む
(
二
・
一
ム
ハ
五
)

巻
十
の
季
節
分
類
に
注
目
し
た
い
。
山
の
歌
は
、
秋
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
黄
葉
が
取
り
合
わ
せ
で
目
立
つ
。
ま
た
、

植
物
だ
け
で
は
な
く
て
、
鳥
類
を
中
心
に
動
物
な
ど
も
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
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山
を
詠
む

春
は
萌
え
夏
は
緑
に
紅
の
斑
に
見
ゆ
る
秋
の
山
か
も
(
一
二
七
七
)
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山
に
寄
す
る

秋
さ
れ
ば
雁
飛
び
越
ゆ
る
龍
田
山
立
ち
て
も
居
て
も
君
を
し
そ
思
ふ
(
二
二
九
四
)

斌

と
す
れ
ば
、
第
四
の
例
と
し
て
は
、
山
に
居
る
、
或
い
は
生
え
て
い
る
動
植
物
と
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
。

第
五
の
例
と
し
て
は
、
巻
十
で
も
秋
と
い
う
季
節
に
拘
る
山
の
存
在
が
あ
っ
た
。
主
題
と
し
て
季
節
に
拘
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
春
山

(
十
首
)
、
秋
(
の
)
山
(
十
九
首
)
の
存
在
が
あ
る
。
夏
山
は
家
持
に
も
一
首
(
一
四
九
四
)
が
あ
る
。
冬
山
は
ま
だ
誕
生
し
て
い
な

い
が
、
春
秋
と
夏
の
山
は
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
百
人
一
首
で
有
名
な
持
統
天
皇
歌
に
あ
る
「
春
過
ぎ
て
夏
き
た
る
ら
し
」
(
一

升三

本'"

二
人
)
な
ど
の
表
現
に
も
関
わ
る
山
の
歌
の
存
在
で
あ
る
。

一
方
、
川
の
歌
と
し
て
第
一
は
、
井
戸
と
同
様
に
日
常
生
活
の
場
で
あ
り
、
水
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
農
業
、
或
い
は
炊
事
等
で
欠
か

せ
な
い
。
と
り
わ
け
大
和
で
は
、
固
有
名
調
の
泊
瀬
山
と
泊
瀬
川
、
三
輪
山
と
三
輪
川
、
巻
向
山
と
巻
向
川
な
ど
の
よ
う
に
山
と
川
と
が

一
対
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
或
い
は
吉
野
川
で
あ
れ
ば
、
吉
野
山
(
三
首
)
と
い
う
よ
り
も
、
象
山
と
御
船
山
と
い
う
組
み
合
わ

せ
も
あ
る
。
固
有
名
詞
の
山
と
川
を
除
く
普
通
名
詞
で
用
い
ら
れ
た
山
の
例
は
、
約
二
百
首
、
川
の
例
は
約
七
十
首
で
あ
り
、
万
葉
集
の

一
般
的
な
特
徴
は
、
山
の
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
し
、
固
有
名
詞
の
用
例
は
、
泊
瀬
川
、
飛
鳥
川
、
吉
野
川
、
佐
保
川
で
あ
り
、
大

和
以
外
で
は
宇
治
川
が
十
三
首
に
用
い
ら
れ
て
い
て
案
外
目
立
つ
。
と
り
わ
け
明
日
香
川
の
存
在
は
明
日
香
万
葉
で
は
日
常
的
で
あ
る
。

固
有
名
詞
の
山
と
し
て
、
甘
南
備
山
が
甘
南
備
川
を
圧
倒
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
川
が
山
よ
り
も
日
常
生
活
的

に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
よ
い
。
或
い
は
、
聖
地
吉
野
の
歌
は
八
十
首
を
越
え
て
い
る
が
、
吉
野
川
(
十
五
首
)
が
圧
倒
的
で

あ
り
、
よ
し
吉
野
山
(
三
首
)
の
例
が
乏
し
い
。

第
二
の
典
型
的
な
川
乃
至
山
川
と
し
て
は
、
「
き
よ
し
」
「
さ
や
か
」
と
い
う
歌
語
と
結
び
つ
く
例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
そ
れ

( 6 ) 



(7) 

は
、
川
が
清
浄
な
場
所
と
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

泊
瀬
川
木
綿
花
に
落
ち
激
つ
瀬
を
さ
や
け
み
と
見
に
来
し
我
を
(
七
・
一
一

O
七
)

タ
去
ら
ず
か
は
づ
鳴
く
な
る
三
輪
川
の
清
き
瀬
の
音
を
聞
か
く
し
良
し
も
(
十
・
一
一
一
一
一
一
一
一
)

大伴家持「山の歌」と IJIIの歌J

烏
や
蛙
が
鳴
く
川
、
或
い
は
恋
歌
に
登
場
す
る
清
い
瀬
、
早
い
瀬
、
あ
る
い
は
藻
の
生
え
て
い
る
、
乃
至
植
物
が
繁
茂
し
て
い
る
な

ど
と
う
た
う
の
が
川
の
一
般
的
な
歌
で
あ
る
。
巻
七
に
は
、
山
(
正
を
含
め
)
の
歌
が
七
首
(
一

O
九
こ
か
ら
一

O
九
九
)
、
河
の
歌

が
十
六
首
(
一
一

O
Oか
ら
一
一
一
五
)
収
め
ら
れ
て
い
る
。
川
の
歌
は
、
四
首
に
「
さ
や
か
」
「
さ
や
け
し
」
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、

一
首
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
又
、
川
は
、
巻
十
に
は
、
春
雑
歌
と
秋
雑
歌
に
一
首
、
ず
つ
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
秋
雑
歌
は
、

「
き
よ
し
」

二
二
二
二
番
で
あ
り
、
既
に
引
用
し
て
い
る
。

川
を
詠
む

今
行
き
て
聞
く
も
の
に
も
が
明
日
香
川
春
雨
降
り
て
激
つ
瀬
の
音
を
(
一
八
七
八
)
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雨
が
降
れ
ば
増
水
す
る
。
心
配
は
尽
き
な
い
。
川
の
音
に
配
慮
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
川
に
は
、
河
原
も
あ
り
、
瀬
も
あ
り
、

滝
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
植
物
が
添
え
ら
れ
た
り
、
鳥
が
描
か
れ
た
り
す
る
が
、
川
音
を
含
め
て
「
さ
や
け
し
」
と
い
う
の
が
川
の
歌
の
本

質
で
あ
る
。
即
ち
、
さ
ら
に
川
の
瀬
音
に
惹
か
れ
る
の
は
、
川
の
音
を
清
く
て
よ
し
と
す
る
前
提
が
あ
っ
て
誕
生
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
は
、
行
っ
て
聞
き
た
い
と
願
う
の
は
、
遠
く
に
い
て
歌
わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
ら
、
作
者
は
明
日
香
に
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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二
二
二
二
番
の
三
輪
山
の
裾
を
流
れ
る
川
を
初
瀬
川
と
も
い
う
。
其
所
に
鳴
く
河
鹿
を
う
た
う
が
、
こ
の
一
首
だ
け
で
あ
り
、
閉
じ
蛙
と

言
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
吉
野
川
の
か
じ
か
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
歌
で
も
主
題
は
、
当
然
清
き
瀬
に
あ
る
が
、
山
川
の
清
浄
な
土
地
で

斌

あ
る
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
と
関
わ
り
、
土
地
誉
め
で
あ
る
。

藤
田
加
代
氏
に
よ
れ
ば
、
「
清
し
」
は
、
月
夜
が
十
七
倒
、
浜
が
十
二
倒
、
河
原
が
七
例
、
瀬
が
六
倒
、
河
内
が
五
例
と
し
て
と
り
あ

(注
4
)

げ
て
い
る
。
月
と
水
や
川
と
関
わ
る
言
葉
が
「
き
よ
し
」
で
あ
る
。

第
三
の
例
と
し
て
は
、
川
の
幸
に
触
れ
る
歌
が
あ
る
。
と
り
わ
け
鮎
に
拘
っ
た
川
の
存
在
が
あ
る
。
「
鵜
川
立
つ
」
な
ど
と
い
う
表
現

と
も
関
係
す
る
が
、
夏
と
い
う
言
葉
と
結
び
つ
き
が
皆
無
で
あ
る
。
川
は
鮎
の
結
び
つ
き
が
あ
っ
て
、
十
三
首
に
見
ら
れ
る
。
人
麻
自
の

吉
野
賛
歌
(
一
・
三
八
)
に
は
、
川
の
幸
を
「
行
き
沿
ふ
川
の
神
も
大
御
食
に
仕
へ
奉
る
と
上
つ
瀬
に
鵜
川
を
立
ち
下
つ

瀬
に
小
網
さ
し
渡
す
」
と
あ
る
。

第
四
の
例
と
し
て
は
、
障
害
と
し
て
の
川
の
存
在
が
あ
る
。
但
馬
皇
女
が
夫
を
高
市
皇
子
か
ら
穂
積
皇
子
に
代
え
る
寓
意
を
う
た
っ

た、

森

人
言
を
繁
み
言
痛
み
己
が
世
に
い
ま
だ
渡
ら
ぬ
朝
川
渡
る
(
二
・
一
二
ハ
)

等
も
こ
の
例
で
あ
り
、
交
通
の
傷
害
と
し
て
川
の
存
在
と
重
な
る
。
山
で
述
べ
た
言
葉
を
使
用
す
れ
ば
、
相
聞
歌
で
は
人
を
、
旅
で
は
国

( 8 ) 

を
隔
て
た
り
す
る
川
の
存
在
で
あ
る
。

第
五
の
例
は
、
特
殊
な
川
で
あ
る
。
厚
見
王
の
歌
一
首
は
、
山
吹
の
咲
い
て
い
る
場
所
と
は
生
命
復
活
の
水
の
あ
る
場
所
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
次
の
歌
な
ど
は
特
殊
な
歌
で
あ
る
。



( 9 ) 

か
は
づ
鳴
く
神
奈
備
川
に
影
見
え
て
今
か
咲
く
ら
む
山
吹
の
花
(
八
・
一
四
三
五
)

大伴家持「山の歌」と IJIIの歌J

山
を
五
倒
、
川
を
五
例
に
分
類
し
た
。
こ
れ
を
習
作
時
代
の
家
持
歌
二
十
六
首
に
当
て
は
め
た
と
き
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
家
持

は
平
城
京
で
の
山
と
川
で
は
、
習
作
時
代
で
目
立
つ
の
は
天
平
十
一
年
の
亡
妾
挽
歌
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
山
道
」
(
四
六
六
)
「
山
隠

し
」
(
四
七
一
)
「
佐
保
山
」
(
四
七
三
、
四
七
四
)
で
あ
る
。
佐
保
山
は
、
亡
妾
が
葬
ら
れ
た
処
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
平
十
六
年
の
安

積
皇
子
挽
歌
で
墓
所
で
あ
る
「
和
束
山
」
(
四
七
五
、
四
七
六
)
、
或
い
は
皇
子
が
か
つ
て
遊
猟
し
た
「
活
道
山
」
(
四
七
人
、
四
七
九
)
で

あ
る
。
平
城
京
の
東
に
位
置
す
る
三
笠
山
、
さ
ら
に
邸
宅
近
く
を
流
れ
る
佐
保
川
な
ど
は
、
普
段
の
生
活
の
環
境
と
し
て
、
黄
葉
、
千
鳥
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
と
い
っ
た
景
物
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
そ
の
景
物
と
し
て
は
、
墓
地
、
或
い
は
死
者
の
山
に
行
く
と
い
う
他
界
感
で
登
場
す

る
の
が
、
「
佐
保
山
」
「
和
束
山
」
「
活
道
山
」
で
あ
る
。

-150一

言
語
芸
術
に
お
い
て
は
初
期
の
作
品
に
、
そ
の
後
の
諸
々
の
言
語
活
動
で
試
み
た
こ
と
が
内
在
し
て
い
る
と
い
う
。
万
葉
の
山
歌
、
或

い
は
川
歌
の
概
略
で
特
徴
と
し
た
川
の
清
浄
を
う
た
う
、
山
と
そ
こ
に
い
る
動
植
物
の
組
み
合
わ
せ
を
よ
む
、
山
と
川
が
恋
、
或
い
は
交

通
の
障
害
と
し
て
嘆
く
等
な
ど
、
習
作
時
代
の
家
持
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
目
立
つ
の
は
、
家
持
の
山
川
歌
二
十
六
首
(
長
歌
四
首
を

含
む
)
中
で
七
首
の
挽
歌
に
詠
わ
れ
た
山
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
明
日
香
川
の
よ
う
な
存
在
の
川
が
佐
保
川
で
あ
る
。
ま
た
、

「
山
川
」
と
い
う
伝
統
的
な
歌
語
は
、
川
の
幸
を
も
表
現
し
て
久
週
京
を
讃
え
る
表
現
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
柿
本
人
麻
自
の
吉
野
賛

歌
の
伝
統
の
庶
幾
で
も
あ
る
。

習
作
時
代
の
纏
め
と
し
て
言
え
ば
、
家
持
独
自
で
あ
る
と
い
う
山
川
を
歌
に
詠
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
万
葉
の
山
川
の
一

般
的
な
特
徴
は
、
習
作
時
代
に
ほ
と
ん
ど
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
一
言
っ
て
い
い
。
ち
な
み
に
山
全
体
の
桜
花
の
繁
栄
と
人
間
の
死
を
比
聡

と
し
て
表
現
し
た
安
積
皇
子
挽
歌
と
一
重
山
を
隔
て
と
し
て
寂
婁
を
う
た
う
妾
大
嬢
へ
の
相
聞
歌
と
が
代
表
作
で
あ
る
。
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あ
し
ひ
き
の
山
さ
へ
光
り
咲
く
花
の
散
り
ぬ
る
ご
と
き
我
が
大
君
か
も
(
三
・
四
七
七
)

一
重
山
隔
れ
る
も
の
を
月
夜
良
み
門
に
出
で
立
ち
妹
か
待
つ
ら
む
(
四
・
七
六
五
)

斌

(注
5
)

四
七
七
番
は
、
沢
潟
久
孝
氏
に
つ
と
に
-
評
価
さ
れ
て
い
る
。
期
待
の
皇
子
の
突
然
の
死
を
山
に
咲
く
桜
の
繁
栄
と
そ
の
落
下
に
委
ね
ら

れ
て
い
て
、
桜
の
歴
史
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
い
山
の
歌
で
あ
る
。
或
い
は
、
奏
大
嬢
と
一
緒
に
い
ら
れ
な
い
寂
し
さ
を
う
た
う
が
、
三

重
、
乃
至
七
重
八
重
と
も
し
な
い
で
、
最
小
単
位
で
あ
る
一
を
用
い
て
い
て
、
か
え
っ
て
慎
ま
し
く
も
障
害
と
し
て
の
山
の
存
在
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
た
心
情
表
白
が
感
動
的
な
一
首
が
七
六
五
番
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
藤
博
氏
は
、
妹
を
訪
ね
る
条
件
と
し
て
よ
い
月
が
こ
の
場

{註
6
)

合
障
害
の
一
重
山
と
対
照
的
に
な
っ
て
い
て
、
か
え
っ
て
家
持
の
寂
塞
が
深
ま
っ
て
い
る
と
す
る
。

越
中
風
土
へ
の
関
心

(
二
+
九
歳
か
ら
三
+
四
歳
)

森

家
持
の
越
中
時
代
と
は
、
二
十
九
歳
か
ら
三
十
四
歳
ま
で
の
五
年
間
で
あ
る
。
そ
の
聞
に
山
の
歌
三
十
一
首
、
川
の
歌
二
十
首
、
山
川

の
歌
十
三
首
を
創
作
し
て
い
る
。
越
中
の
全
歌
に
占
め
る
割
合
は
お
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
習
作
時
代
や
少
納
言
時
代
を
遥
か
に
超
え
た

高
い
比
率
で
あ
る
。

越
中
守
と
し
て
赴
任
の
最
大
の
目
的
に
東
大
寺
建
立
と
い
う
経
済
的
な
要
望
を
橘
諸
兄
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
直

接
的
な
内
容
を
示
す
越
中
時
代
の
も
の
と
し
て
、
天
平
感
宝
元
年
五
月
五
日
に
東
大
寺
の
占
墾
地
使
の
僧
平
栄
と
宴
を
し
た
巻
十
八
・
四

O
八
五
番
題
詞
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

し
か
し
、
越
中
国
守
と
し
て
都
の
お
土
産
と
す
る
三
十
歳
に
作
ら
れ
た
二
上
山
の
賦
(
十
七
・
三
九
八
五
)
は
興
に
よ
り
作
歌
し
た
と

(10 ) 



( 1l ) 

あ
り
、
個
人
的
な
場
で
作
ら
れ
て
い
て
も
、
都
の
人
を
意
識
し
た
内
容
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
和
歌
を
作
る
こ
と
が
宴
席
で
行
わ
れ
て
、
歌

の
主
題
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
志
を
述
べ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
宴
席
と
い
い
な
が
ら
風
流
と
言
う
べ
き
主
題
に
は
雪
月
花
が

素
材
に
選
ば
れ
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
家
持
の
研
究
で
は
習
作
時
代
、
越
中
時
代
、
さ
ら
に
少
納
一
一
言
時
代
の
三
区
分
し
て
考

察
す
る
が
、
山
と
川
と
い
う
歌
語
に
注
目
す
る
と
き
、
特
に
越
中
の
風
土
が
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。

即
ち
、
家
持
は
宴
席
で
歌
を
作
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
の
一
方
で
極
め
て
個
人
的
な
風
流
の
感
興
で
創
作
し
て
い
て
、
そ
の
越
中
に
は

北
ア
ル
プ
ス
と
そ
の
山
を
源
と
す
る
都
と
対
照
的
な
「
山
河
異
域
」
が
あ
る
。

山
や
川
の
歌
と
し
て
は
、
家
持
の
習
作
時
代
や
少
納
言
時
代
に
見
ら
れ
な
い
特
質
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
風
流
な
都
と
対
照
的
な
越
中
と

い
う
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
存
在
す
る
北
ア
ル
プ
ス
立
山
と
そ
こ
に
源
を
な
し
、
数
十
キ
ロ
で
富
山
湾
に
注
ぐ
川
の
存
在
と
い
う
越

中
な
ら
で
は
の
風
土
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
都
と
異
な
る
北
国
で
あ
る
た
め
に
雪
の
多
い
、
春
の
訪
れ
が
遅
い
気
候
も
加
わ
っ
て
、
貴
族
に

は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
花
鳥
風
月
を
含
め
て
赴
任
地
に
興
味
を
持
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
地
域
的
な
風
土
で
あ
る
越
中
の
山
で
は
、

二
上
山
九
首
、
立
山
六
首
が
目
立
つ
。

大伴家持「山の歌」と fJIIの歌J

天
平
十
八
年
七
月
に
赴
任
し
た
で
あ
ろ
う
家
持
は
、
そ
の
と
き
越
中
の
橡
で
あ
っ
た
池
主
の
存
在
が
作
家
活
動
で
ひ
と
き
わ
刺
激
を
与

え
る
存
在
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
池
主
は
越
前
に
赴
任
し
て
し
ま
う
。
後
怪
は
久
米
広
縄
で
あ
り
、
天
平
二
十
年
三
月
か
ら
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
天
平
二
十
一
年
三
月
十
五
日
越
前
抜
大
伴
池
主
か
ら
歌
が
三
首
贈
ら
れ
て
き
た
。

作
す
る
。
歌
は
一
首
の
み
引
用
す
る
。

一
方
翌
十
六
日
家
持
は
応
え
贈
る
四
首
を
創
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今
月
十
四
日
を
以
て
、
深
見
村
に
到
来
し
、
彼
の
北
方
を
望
拝
す
。
常
に
芳
徳
を
思
ふ
こ
と
、
い
づ
れ
の
日
に
か
能
く
休
ま
む
。
兼

ね
て
隣
近
な
る
を
以
て
、
忽
ち
に
恋
を
増
す
。
加
以
、
先
の
書
に
云
は
く
、
暮
春
惜
し
む
べ
し
、
膝
を
促
く
る
こ
と
未
だ
期
せ
ず
、
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生
別
の
悲
し
ぴ
、
そ
れ
ま
た
い
か
に
か
言
は
む
と
。
紙
に
臨
み
て
懐
断
し
、
状
を
奉
る
こ
と
不
備
。

三
月
十
五
日
、
大
伴
宿
祢
池
主

古
人
の
云
は
く

月
見
れ
ば
同
じ
固
な
り
山
こ
そ
ば
君
が
あ
た
り
を
隔
て
た
り
け
れ
(
十
八
・
四

O
七
三
)

池
主
の
贈
歌
に
対
し
て
家
持
は
返
歌
を
し
て
い
る
。
散
文
を
省
略
し
て
歌
一
首
の
み
引
用
す
る
。

斌

古
人
の
云
は
く
に
答
へ
て

あ
し
ひ
き
の
山
は
な
く
も
が
月
見
れ
ば
同
じ
き
里
を
心
開
て
つ

(
十
人
・
四

O
七
六
)

森

万
葉
集
に
は
、
池
主
歌
に
類
型
的
な
人
麻
目
歌
集
の
歌
(
十
一
・
二
四
二

O
)
が
あ
る
。
池
主
は
、
人
麻
呂
歌
集
の
歌
と
比
較
し

て
「
妹
」
を
「
君
」
、
「
同
じ
固
な
り
」
を
「
閉
じ
閏
そ
」
、
「
山
隔
り
」
を
「
山
こ
そ
ば
」
、
「
隔
り
た
る
か
も
」
を
「
隔
て
た
り
け
れ
」
と

もった
h

つ。

(12 ) 

こ
の
国
は
山
で
境
界
と
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
月
は
天
が
同
じ
と
い
う
発
想
を
さ
ら
に
川
と
風
を
加
え
て
八
字
熟
語
で
ま
と
め
る
の

は
、
鑑
真
の
伝
記
『
東
征
伝
』
で
あ
る
。
日
本
の
年
号
で
天
平
十
四
年
に
当
た
る
年
に
、
日
本
留
学
僧
栄
叡
と
普
照
が
揚
州
大
明
寺
で
、

鑑
真
和
上
に
面
会
し
た
。
そ
の
場
面
に
和
上
の
言
葉
と
し
て
、
長
屋
王
が
千
の
袈
裟
を
造
り
、
そ
の
縁
に
「
山
川
異
域
も
、
風
月
は
天
を

同
じ
く
す
」
と
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
鑑
真
の
そ
の
後
の
渡
日
五
回
の
失
敗
と
十
二
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
山
川
よ

り
も
海
が
異
域
で
あ
り
、
そ
し
て
同
時
に
風
月
が
海
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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鑑
真
は
、
日
本
を
逢
か
な
る
国
で
あ
る
こ
と
を
、
山
と
川
が
異
な
る
と
い
い
な
が
ら
、
共
通
す
る
月
と
風
で
縁
あ
る
国
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
の
で
あ
る
。

大伴家持「山の歌」と rJIIの歌J

越
中
時
代
で
は
、
家
持
も
風
土
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
土
地
の
山
川
が
う
た
わ
れ
た
。
固
有
名
詞
を
伴
う
山
は
、
二
上
(
の
)

山
(
峰
)
(
十
七
・
三
九
五
五
等
九
首
)
、
立
山
(
十
七
・
四

O
O
O等
三
首
)
、
須
加
の
山
(
十
七
・
四

O
一
五
)
、
能
登
の
島
山

(
十
七
・
四

O
二
六
)
、
陸
奥
の
山
(
十
八
・
四

O
九
四
等
二
首
)
、
砺
波
山
(
十
九
・
四
一
七
七
)
な
ど
が
あ
る
。
家
持
三
賦
に
は
、
立

山
と
二
上
山
が
登
場
し
て
い
る
し
、
山
の
帯
と
し
て
の
射
水
川
と
片
貝
川
が
あ
る
。
越
中
富
山
の
風
土
か
ら
は
、
北
ア
ル
プ
ス
と
富
山
湾

に
注
ぐ
川
が
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
城
京
や
大
和
の
人
々
に
と
っ
て
恐
ら
く
想
像
を
超
え
た
存
在
で
あ
ろ
う
。

立
山
を
代
表
と
す
る
北
ア
ル
プ
ス
は
海
岸
か
ら
も
見
え
る
。
射
水
川
(
小
矢
部
川
)
は
、
八
世
紀
に
は
小
矢
部
川
と
高
岡
市
の
郊
外
で

合
流
し
て
い
て
、
国
衡
の
あ
っ
た
伏
木
辺
り
で
は
大
河
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
現
在
の
神
通
川
、
早
月
川
、
片
貝
川
に
匹
敵
す
る
激

流
も
平
城
京
付
近
で
は
適
当
な
類
似
す
る
川
も
見
出
し
が
た
い
。
せ
い
ぜ
い
平
城
山
を
越
え
て
泉
川
(
木
津
川
)
が
大
河
の
趣
を
見
せ
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
は
宮
滝
と
吉
野
川
な
ど
は
、
奈
良
貴
族
に
と
っ
て
山
紫
水
明
の
桃
源
郷
で
あ
っ
た
。

越
中
守
赴
任
後
初
め
て
の
宴
席
で
披
露
さ
れ
た
歌
が
十
三
首
記
録
さ
れ
た
。
天
平
十
八
年
八
月
七
日
の
日
付
を
も
っ
三
九
四
三
番
か
ら

三
九
五
五
番
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
は
家
持
は
六
首
を
創
作
し
て
い
る
が
、
二
首
を
引
用
す
る
。

秋
の
田
の
穂
向
見
が
て
り
わ
が
背
子
が
ふ
さ
手
折
り
け
る
女
郎
花
か
も
(
三
九
四
三
)

馬
並
め
て
い
ざ
打
ち
行
か
な
渋
惑
の
清
き
磯
田
に
寄
す
る
波
見
に
(
三
九
五
四
)
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こ
の
宴
席
で
は
、
大
伴
池
主
、
秦
八
千
島
、
土
師
道
良
の
名
前
も
知
ら
れ
が
、
そ
も
そ
も
歌
の
素
材
と
し
て
家
持
が
創
作
し
た
六
首
全
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て
に
「
秋
の
田
の
穂
向
き
見
が
て
り
」
(
三
九
四
三
)
「
雁
」
(
三
九
四
七
、
三
九
五
一
一
一
)
「
天
ざ
か
る
部
に
月
経
ぬ
」
(
三
九
四
人
)
「
家
に

し
て
結
ひ
て
し
紐
を
」
(
三
九
五

O
)
「
渋
諮
の
清
き
磯
田
に
」
(
三
九
五
四
)
と
表
現
す
る
の
は
、
越
中
を
強
く
意
識
し
て
い
る
証
で
あ

る
。
こ
れ
が
都
で
あ
れ
ば
、
稲
の
収
穫
が
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
雁
が
鶴
に
、
都
で
の
月
日
は
と
形
容
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

し
、
さ
ら
に
奈
良
で
過
ご
す
の
で
紐
も
結
ば
な
く
て
い
い
。
形
式
的
な
お
聞
き
の
挨
拶
歌
で
あ
っ
て
も
わ
ざ
わ
ざ
「
越
中
渋
諮
の
清
き
磯

田
に
行
こ
う
」
と
誘
う
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
雁
と
川
の
組
み
合
わ
せ
(
三
九
五
三
)
も
越
中
で
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

海
を
身
近
に
し
て
い
な
い
大
和
の
人
に
と
っ
て
は
、
難
波
に
い
く
か
、
和
歌
浦
に
い
く
か
、
と
に
か
く
海
は
簡
単
に
見
ら
れ
な
い
。
こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
池
主
の
土
産
に
オ
ミ
ナ
エ
シ
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
オ
ミ
ナ
エ
シ
は
、
万
葉
全
体
で
も
秋
の
七
草
に
憶
良
が

加
え
て
い
る
が
、
そ
の
表
記
は
、
多
面
的
で
あ
る
。
「
お
み
な
善
し
」
と
い
語
感
も
あ
っ
て
か
、
「
女
郎
花
」
「
住
人
部
為
」
「
美
人
部
姉
」

「
娘
子
部
四
」
「
娘
部
志
」
「
姫
部
思
」
な
ど
と
も
記
さ
れ
て
、
い
か
に
も
可
憐
な
雅
花
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
女
郎
花
は
あ
き
ら
か
に
京
師

と
都
越
中
と
の
対
比
が
含
ま
れ
る
。
部
を
意
識
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
稲
の
生
育
を
調
査
す
る
と
い
う
仕
事
と
対
照
的
な
雅
な
名
称
を

持
つ
オ
ミ
ナ
エ
シ
の
贈
り
物
は
、
家
持
を
ほ
っ
と
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
池
主
の
土
産
に
感
激
し
て
家
持
が
越
中
を
意
識
し
て
そ
れ
を
歌
に

表
し
た
の
で
あ
る
。

斌森(14 ) 

ち
な
み
に
オ
ミ
ナ
エ
シ
は
、
越
中
で
は
一
首
だ
け
で
あ
る
が
、
都
に
戻
っ
て
か
ら
も
歌
二
首
に
花
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、

越
中
で
も
っ
と
詠
ま
れ
て
い
い
は
ず
で
あ
る
が
、
越
中
で
は
こ
こ
の
場
以
降
に
は
う
た
わ
れ
な
い
花
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
七
年
後
の
天
平
勝
宝
五
年
八
月
十
二
日
に
高
円
の
野
に
登
っ
て
池
主
、
中
臣
清
麻
目
、
そ
し
て
家
持
が
歌
を
作
っ
て
い
る
。

池
主
は
尾
花
を
う
た
い
、
さ
ら
に
「
紐
解
き
開
け
な
直
な
ら
ず
と
も
」
(
四
二
九
五
)
と
く
つ
ろ
ぐ
気
持
ち
を
う
た
う
。
家
持
は
は
ぎ
に

添
え
て
四
二
九
七
番
で
オ
ミ
ナ
エ
シ
を
う
た
う
。
そ
こ
に
越
中
で
歌
友
で
あ
っ
た
地
主
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
即
ち
、

こ
こ
に
オ
ミ
ナ
エ
シ
を
う
た
う
の
も
、
部
で
の
思
い
出
の
植
物
で
あ
っ
た
あ
た
か
ら
で
ろ
う
。
清
麻
呂
も
は
ぎ
を
う
た
う
が
オ
ミ
ナ
エ
シ
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は
な
い
。
四
=
二
六
番
は
、
翌
天
平
勝
宝
六
年
に
家
持
が
「
独
り
秋
の
野
を
憶
ひ
て
」
(
四
三
二

O

に
よ
る
聖
武
天
皇
狩
猟
地
で
あ
る
こ
と
を
、
一
人
思
い
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
オ
ミ
ナ
エ
シ
を
う
た
わ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
池
主
と
過
ご
し
た
越
中
守
時
代
を
思
い
出
し
、
さ
ら
に
聖
武
天
皇
の
故
地
で
あ
る
こ
と
が
い
っ
そ
う
オ
ミ
ナ
エ
シ
を
う
た
わ
せ
た

の
で
あ
ろ
う
。

左
注
)
と
あ
り
、
前
年
で
の
三
人

大伴家持「山の歌」と fJIIの歌J

女
郎
花
秋
萩
し
の
ぎ
さ
雄
鹿
の
露
別
け
鳴
か
む
高
円
の
野
そ
(
二
十
・
四
二
九
七
)

高
円
の
宮
の
裾
回
の
野
づ
か
さ
に
今
咲
け
る
ら
む
女
郎
花
は
も
(
同
・
四
三
一
六
)

家
持
に
と
っ
て
は
、
オ
ミ
ナ
子
ン
は
特
別
な
花
に
な
っ
た
の
は
、
越
中
国
守
と
し
て
初
め
て
の
宴
席
で
大
伴
池
主
が
お
土
産
に
い
っ
ぱ

い
手
折
っ
て
来
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
ほ
っ
と
し
て
い
る
聞
も
な
い
ほ
ど
の
九
月
二
十
五
日
に
弟
書
持
の
死
が
知
ら
さ
れ
た
。

タ
庭
に
踏
み
平
げ
ず
佐
保
の
内
の
里
を
行
き
過
ぎ

我
に
告
げ
つ
る
[
佐
保
山
に
火
葬
す
。
故
に
「
佐
保
の
内
の

(
略
)
朝
庭
に

あ
し
ひ
き
の

山
の
木
末
に

出
で
立
ち
平
し

立
ち
た
な
び
く
と

里
を
行
き
過
ぎ
」
と
い
ふ
。
]

白
雲
に

(
十
七
・
三
九
五
七
)
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弟
書
持
と
は
、
平
城
山
を
越
え
た
木
津
川
で
別
れ
を
し
た
と
い
う
。
続
く
越
中
ま
で
の
道
の
り
と
は
、
奈
良
山
と
泉
川
の
名
前
だ
け
で

あ
り
、
そ
の
後
の
山
城
、
近
江
、
若
狭
、
越
前
に
あ
る
具
体
的
な
名
称
は
な
く
、
総
括
的
に
山
川
の
隔
て
る
地
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
川
や

山
は
都
の
地
で
あ
る
こ
と
を
形
容
す
る
歌
の
表
現
で
あ
っ
て
も
、
都
で
の
山
と
川
に
奈
良
山
と
泉
川
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
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て
、
こ
こ
で
は
抽
象
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
引
用
し
た
歌
に
あ
る
如
く
、
佐
保
の
里
を
過
ぎ
て
山
(
佐
保
山
)
に
埋
葬
さ
れ
た
と
う
た
う
。

家
持
が
越
中
へ
赴
任
し
た
と
き
の
道
を
想
像
し
て
み
れ
ば
、
越
中
で
初
め
て
の
出
挙
で
も
、
能
登
の
船
旅
を
想
像
し
て
み
て
も
案
外
船

に
弱
か
っ
た
武
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
、
琵
琶
湖
や
若
狭
か
ら
越
前
ま
で
船
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
山
城
か
ら
近
江
、
さ
ら

に
敦
賀
か
ら
越
前
を
経
て
越
中
に
陸
路
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
高
島
、
比
良
、
新
発
の
関
も
、
若
狭
か
ら
越
前
に
入
る
山
道
の
名
称
も
、

或
い
は
倶
利
伽
羅
峠
、
さ
ら
に
現
在
名
で
言
え
ば
九
頭
竜
川
、
日
野
川
、
犀
川
も
越
え
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
「
山
川

の

隔
り
で
あ
れ
ば
」
と
す
る
。

斌

越
中
の
山

森

風
土
へ
の
関
心
は
、
山
の
名
前
、
あ
る
い
は
川
の
名
前
と
な
っ
て
具
体
的
に
表
白
さ
れ
て
い
く
。
俄
然
越
中
の
山
に
興
味
を
示
し
た

の
は
、
家
持
三
十
歳
に
な
っ
た
翌
天
平
十
九
年
か
ら
で
あ
る
。
家
持
の
山
に
関
わ
る
歌
の
越
中
の
代
表
は
、
二
上
山
賦
と
立
山
賦
で
あ

る
。
し
か
し
、
前
年
の
冬
か
、
或
い
は
天
平
十
九
年
正
月
早
々
で
あ
ろ
う
か
、
家
持
は
重
い
病
気
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
回
復
に
つ
れ
て

創
作
を
熱
心
に
試
み
て
い
る
。
た
ま
た
ま
四
月
末
か
五
月
に
家
持
が
税
帳
使
と
し
て
上
京
の
予
定
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
越
中
の
風
土
を

歌
で
紹
介
す
る
試
み
も
あ
っ
て
か
、
独
り
で
詠
ん
だ
二
上
山
の
賦
(
一
一
一
九
人
五
か
ら
三
九
人
七
)
に
触
発
さ
れ
て
、
布
勢
の
水
海
の
賦

(
三
九
九
一
、
三
九
九
二
)
、
立
山
の
賦
(
四

0
0
0か
ら
四

O
O二
)
を
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
創
作
し
て
い
る
。

注
目
す
る
の
は
、
越
中
の
風
土
を
天
平
十
九
年
に
は
都
を
意
識
し
た
と
き
、
家
持
が
二
上
山
、
布
勢
の
水
海
、
立
山
で
代
表
さ
せ
て
い

(16 ) 

る
こ
と
で
あ
る
。

二
上
山
は
、
大
和
に
も
同
名
の
山
が
存
在
す
る
。
頂
上
が
二
つ
に
な
っ
て
い
て
筑
波
山
も
同
様
の
形
態
で
あ
る
。
平
城
京
か
ら
は
案
外
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見
え
に
く
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
明
日
香
に
住
む
人
に
は
西
に
位
置
し
て
い
て
落
日
の
山
で
あ
る
。
家
持
も
京
師
で
は
な
い
こ
の

部
越
中
に
も
二
上
山
が
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
国
庁
の
背
後
を
な
す
山
で
あ
る
か
ら
、
国
の
護
り
山
と
し
て
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
布
勢
の
水
海
は
、
現
在
は
わ
ず
か
な
池
で
あ
る
が
、
家
持
が
国
守
で
あ
っ
た
頃
は
、
豊
か
な
湖
沼
で
あ
っ
た
。
船
遊
び
を
し
て
も
、

そ
の
界
隈
の
風
光
に
し
て
も
愛
で
る
べ
き
内
容
が
あ
っ
た
。
立
山
は
、
具
体
的
に
立
山
連
峰
の
ど
の
山
を
指
す
か
と
い
っ
た
議
論
も
あ
る
。

国
司
舘
が
あ
っ
た
高
岡
か
ら
は
剣
岳
、
大
日
岳
な
ど
が
直
接
的
に
見
え
て
い
て
、
現
在
立
山
の
中
核
と
考
え
る
雄
山
な
ど
は
大
日
岳
の
背

後
に
あ
っ
て
見
え
に
く
い
山
で
あ
る
。

大伴家持「山の歌Jと「川の歌」

ま
ず
巻
十
七
に
あ
る
二
上
賦
に
注
目
し
た
い
。
小
野
寛
氏
は
、
「
今
ま
で
歌
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
『
山
ぽ
め
の
歌
』
を
伝
統
に
従
つ

(住
7
)

て
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う
意
識
、
そ
う
い
う
心
の
働
き
、
そ
れ
を
『
興
』
と
し
て
試
作
」
し
た
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。

二
上
山
の
賦
一
首

[
こ
の
山
は
射
水
郡
に
有
り
]

玉
く
し
げ
二
上
山
は
春
花
の

そ
こ
ば
貴
き
山
か
ら
や

崎
の
荒
磯

か
く
し

射
水
川
い
行
き
巡
れ
る

振
り
放
け
見
れ
ば

咲
け
る
盛
り
に

秋
の
葉
の

皇
神
の

に
ほ
へ
る
時
に

出
で
立
ち
て

見
が
欲
し
か
ら
む

裾
回
の
山
の

渋
籍
の

今
の
現
に

-142一

神
か
ら
や

寄
す
る
白
波
タ
な
ぎ
に

見
る
人
ご
と
に
か
け
て
憶
は
め
(
三
九
八
五
)

渋
諮
の
崎
の
荒
磯
に
寄
す
る
波
い
や
し
く
し
く
に
古
思
ほ
ゆ
(
三
九
八
六
)

玉
く
し
げ
二
上
山
に
鳴
く
烏
の
芦
の
恋
し
き
時
は
来
に
け
り
(
三
九
八
七
)

右
、
三
月
三
十
日
に
興
に
依
り
て
作
る
。
大
伴
宿
祢
家
持

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

古
ゆ

満
ち
来
る
潮
の

朝
な
ぎ
に

い
や
増
し
に

こ
そ
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越
中
時
代
の
山
と
川
の
歌
は
、
風
土
を
踏
ま
え
た
歌
が
多
い
。
そ
れ
は
、
宴
席
で
あ
れ
、
周
囲
に
あ
る
地
名
を
含
め
た
歌
の
素
材
が
越

中
な
の
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る
。
一
方
で
は
そ
れ
は
都
と
部
と
の
対
比
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

こ
の
二
上
山
の
賦
は
、
興
で
作
っ
た
と
あ
り
、
守
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
ず
大
伴
宿
祢
家
持
と
あ
る
こ
と
も
、
一
人
で
感
興
の
赴
く
ま
ま

に
つ
く
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
他
の
二
賦
で
あ
る
布
勢
の
水
海
(
三
九
九
二
と
立
山
賦
(
四

0
0
0
)
と
は
、
池
主
の
敬
和
が

試
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
贈
答
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
家
持
三
賦
中
で
も
最
も
他
者
を
意
識
し
な
い
で
、
む
し
ろ
自
然
な

自
己
の
感
情
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
「
春
花
の
咲
け
る
盛
り
に
秋
の
葉
の
に
ほ
へ
る
時
に
出
で
立
ち
て

見
が
欲
し
か
ら
む
」
と
い
う
十
匂
を
費
や
し
て
二
上
山
は
「
す
め
皇
の

斌

振
り
放
け
見
れ
ば
神
か
ら
や

裾
廻
の
山
の
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
二
上
山
の

賛
美
が
そ
こ
に
君
臨
す
る
天
皇
賛
美
と
同
質
に
な
っ
て
い
る
。
越
中
も
大
和
も
同
様
な
甘
南
備
山
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
ま
た
ま
越

中
で
は
二
上
山
が
甘
南
備
山
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
和
に
あ
る
香
具
山
、
雷
の
丘
、
三
輪
山
が
甘
南
備
山
と
し
て
う
た
わ
れ
る
が
、

都
の
国
で
あ
り
な
が
ら
、
越
中
二
上
山
が
天
皇
支
配
の
讃
仰
か
ら
言
え
ば
甘
南
備
山
に
な
っ
た
。
越
中
の
二
上
山
は
天
皇
が
国
見
を
し
た

り
、
額
田
王
に
惜
別
の
歌
を
代
作
さ
せ
る
神
の
住
む
三
輪
山
や
香
具
山
と
同
質
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
春
の
花
、
秋
の
紅

葉
は
、
美
し
い
景
色
と
い
う
よ
り
も
、
天
皇
が
出
で
立
ち
国
見
す
る
山
に
相
応
し
い
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
越
中
も
大
和
も
天
皇
が
国
見

す
る
土
地
で
あ
る
と
い
う
家
持
の
意
識
で
あ
る
。
美
し
い
越
中
二
上
山
の
春
の
花
と
秋
の
黄
葉
を
う
た
う
も
の
で
は
な
い
、
天
皇
賛
美
と

し
て
国
見
す
る
場
所
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
こ
ば
貴
き

山
か
ら
や

森(18 ) 

ま
た
、
山
に
つ
き
も
の
の
帯
と
し
て
の
川
は
、
初
句
と
第
二
句
で
「
射
水
川

識

の

崎

の

荒

磯

に

朝

な

ぎ

に

寄

す

る

白

波

タ

な

ぎ

に

満

ち

来

る

潮

の

絶

ゆ

る

こ

と

な

く

」

と

描

写

し

て

い

る
。
海
と
山
、
そ
し
て
帯
と
し
て
の
川
、
そ
れ
を
天
皇
賛
美
の
二
上
山
の
賦
で
試
み
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
二
上
山
と
い
う

い
行
き
巡
れ
る
」
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
海
岸
ま
で
「
渋

い
や
増
し
に
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越
中
な
ら
で
は
の
風
土
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
歌
の
特
質
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
海
を
川
と
同
列
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
短
歌
の
初
め
は
、
渋
政
相
の
崎
に
寄
せ
る
波
に

比
聡
し
て
「
し
く
し
く
に
古
思
ほ
ゆ
」
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
古
」
と
は
、
人
麻
呂
の
吉
野
賛
歌
(
三
六
か
ら
一
一
一
九
)
が
川
と
山
も
天
皇
に

奉
仕
す
る
と
い
う
が
、
そ
ん
な
よ
き
時
代
を
思
っ
て
い
る
「
草
枕
旅
宿
り
せ
す
古
恩
ひ
て
」
(
四
五
)
の
軽
皇
子
に
期
待
す
る
人
麻

自
と
重
な
る
思
想
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
、
家
持
は
川
と
海
を
必
ず
し
も
弁
別
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
こ
の
こ
と
で
興
味
深
い
の
は
山
上
憶
良
の
作
品
で
あ
る
。

大伴家持「山の歌Jと「川の歌」

嘆
く
そ
ら

安
け
な

織
女
と

分
れ
し
時
ゆ

川
に
向
き
立
ち

思
ふ
そ
ら

安
け
な
く
に

彦
星
は

天
地
の

い
な
む
し
ろ

息
づ
き
居
ら
む

車
問
波
に
望
み
は
絶
え
ぬ

小
舟
も
が
も

涙
は
尽
き
ぬ
か
く
の
み
や

ま
擢
も
が
も
〈
一
に
云
ふ
「
小
梓
も
が
も
」
〉

か
く
の
み
や

恋
ひ
つ
つ
あ
ら
む

く

白
雲
に

朝
な
ぎ
に

い
か
き
渡
り

夕
潮
に
〈

さ
丹
塗
り
の

に
云
ふ
「
タ
に
も
」
〉

玉
巻
き
の

い
漕
ぎ
渡
り
(
略
)
(
八
・
一
五
二

O
)

望
み
は
絶
え
ぬ
」
「
朝
な
ぎ
に
夕
潮
に
〈
一
に
云
ふ
「
タ
に
も
」
〉
い
漕
ぎ
渡
り
」
と
あ
る
の
は
、
天
の

川
と
い
う
よ
り
も
天
の
海
で
あ
る
。
七
夕
で
登
場
し
た
天
の
川
を
海
と
し
て
描
く
憶
良
が
そ
こ
に
い
る
。
家
持
は
、
二
上
山
の
帯
と
し
て

の
川
を
海
と
し
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
伝
統
的
な
山
と
川
を
共
時
的
に
描
く
こ
と
か
ら
、
山
と
海
を
描
く
手
法
を
取
り

入
れ
た
原
点
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
憶
良
に
学
ぶ
手
法
で
あ
っ
た
。
次
に
や
は
り
巻
十
七
に
あ
る
立
山
賦
を
引
用
す
る
。

「
青
波
に

い
か
き
渡
り

-140一

帯
ば
せ
る

朝
夕
ご
と
に

雪
降
り
敷
き
て

立
つ
霧
の

(
略
)

新
川
の

そ
の
立
山
に

常
夏
に

片
貝
川
の

清
き
瀬
に
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思
ひ
過
ぎ
め
や

名
の
み
も
聞
き
て

振
り
放
け
見
つ
っ

と
も
し
ぶ
る
が
ね
(
四

O
O
O
)

あ
り
通
ひ

い
や
年
の
は
に

語
ら
ひ
ぐ
さ
と

よ
そ
の
み
も

万
代
の

い
ま
だ
見
ぬ

人
に
も
告
げ
む

音
の
み
も

立
山
に
降
り
置
け
る
雪
を
常
夏
に
見
れ
ど
も
飽
か
ず
神
か
ら
な
ら
し
(
四

O
O
ご

片
員
の
川
の
瀬
清
く
行
く
水
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
あ
り
通
ひ
見
む
(
四

O
O二
)

斌

北
ア
ル
プ
ス
立
山
を
最
初
に
紹
介
し
た
の
が
家
持
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
有
名
で
あ
る
が
、
立
山
自
身
の
表
現
は
「
新
川
の

の
立
山
に
常
夏
に
雪
降
り
敷
き
て
」
と
四
句
だ
け
で
あ
り
、
山
部
赤
人
の
富
士
山
の
歌
で
試
み
ら
れ
た
雪
の
高
山
の
伝
統
を
踏
ま
え

て
い
て
も
山
の
形
容
に
不
満
が
残
る
。
片
貝
川
も
長
歌
と
短
歌
(
四

O
O二
)
に
登
場
す
る
が
、
北
に
偏
り
す
ぎ
て
い
て
立
山
(
雄
山
を

中
核
と
す
る
)
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
、
む
し
ろ
こ
こ
で
言
う
立
山
は
立
山
連
峰
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
の
残
る
名
称
で
あ
る
。
歌

の
本
質
は
、
立
山
と
い
う
名
称
を
都
に
住
む
人
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、
「
万
代
の
語
ら
ひ
ぐ
さ
と
人
に
も
告
げ
む

と
も
し
ぶ
る
が
ね
」
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ

い
ま
だ
見
ぬ

音
の
み
も

名
の
み
も
聞
き
て

森

し
か
し
、
ど
こ
ま
で
北
ア
ル
プ
ス
の
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
布
勢
の
水
海
、
或
い
は
渋
籍
の
海
岸
か
ら
海
を
隔
て
て
見
え
る
こ
と

の
特
異
性
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
山
の
歌
と
し
て
は
賦
な
ど
の
言
葉
に
注
目
が
あ
っ
ま
る
が
、
独
自
の
個

性
ま
で
指
摘
す
る
内
容
が
難
し
い
。

平
成
十
九
年
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
で
は
、
「
越
中
万
葉
の
山
ー
ー
ー
二
上
山
と
立
山
|
|
」
と
題
す
る
特
別
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ

(注
8
)

で
は
、
立
山
が
狭
義
立
山
(
雄
山
を
中
心
)
と
立
山
連
峰
と
二
つ
あ
っ
た
と
紹
介
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
越
中
時
代
で
は
、
川

の
歌
が
十
九
首
、
山
の
歌
が
三
十
一
首
、
山
と
川
を
う
た
う
歌
が
十
四
首
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
川
に
も
注
目
し
て
い
た
守
家
持
が
い
た

の
で
あ
る
。

(20 ) 
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四

越
中
の
川

大伴家持「山の歌Jと fJIIの歌J

一
一
一
千
メ
ー
ト
ル
の
ア
ル
プ
ス
に
降
り
注
ぐ
雨
が
流
域
二
、
三
十
キ
ロ
で
富
山
湾
に
注
ぐ
川
が
片
貝
川
で
あ
り
、
延
槻
(
の
)
河
で

あ
る
。
そ
れ
よ
り
は
は
る
か
に
流
域
が
長
大
で
あ
る
に
せ
よ
、
現
在
富
山
市
を
流
れ
る
神
通
川
、
常
願
寺
川
な
ど
も
急
流
と
洪
水
と
の
戦

い
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
富
山
平
野
の
新
田
開
発
は
国
守
の
頭
痛
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
平
地
は
砺
波
平
野
が
越
中
で
中
核
で
あ
り
、
現
在

の
富
山
市
付
近
は
な
か
な
か
古
代
の
土
木
技
術
で
は
治
水
が
む
ず
か
し
い
。
川
は
六
首
に
う
た
わ
れ
た
射
水
川
が
家
持
の
身
近
な
存
在
で

あ
る
。
新
田
の
開
発
に
こ
こ
ろ
を
痛
め
て
い
た
家
持
は
、
そ
の
新
田
に
欠
か
せ
な
い
水
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
越
中
で
は
川
の
歌
も
多
い
。

登
場
回
数
か
ら
い
え
ば
、
射
水
川
が
六
例
で
あ
り
、
片
貝
川
、
畔
田
川
と
叔
羅
川
(
越
前
日
野
川
)
が
そ
れ
ぞ
れ
二
例
で
あ
る
。
そ
の

他
は
一
例
で
あ
る
。
固
有
名
詞
で
う
た
わ
れ
た
川
は
、
越
中
と
能
登
と
い
う
家
持
の
国
守
の
支
配
地
に
あ
る
川
が
基
本
で
あ
る
。
射
水
川

は
、
古
く
は
国
守
館
近
く
を
流
れ
る
大
河
で
あ
り
、
一
般
的
に
川
と
し
か
い
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

(註
9
)

山
口
博
氏
は
、
「
第
七
回
万
葉
み
や
び
を
う
た
う
・
小
矢
部
川
」
と
い
う
講
演
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
万
葉
集
で
う
た
わ
れ
た
富

山
県
の
入
河
川
に
ふ
れ
、
と
り
わ
け
小
矢
部
川
(
万
葉
射
水
川
)
に
触
れ
て
い
る
が
、
雪
解
け
水
に
よ
る
増
水
の
恐
怖
が
歌
か
ら
読
み
取

れ
る
と
し
て
、
さ
ら
に
新
田
開
発
に
地
方
豪
族
を
含
め
た
複
雑
な
対
立
が
あ
っ
た
り
も
し
た
、
と
し
て
い
る
。
射
水
川
(
小
矢
部
川
)
、

雄
神
川
(
庄
川
)
、
宇
奈
比
川
(
字
波
川
)
、
売
比
川
(
神
通
川
)
、
鵜
坂
川
(
神
通
川
)
、
延
槻
川
(
早
月
川
)
、
可
多
加
比
川
(
片
貝
川
)

と
し
て
現
代
の
川
の
名
前
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の
当
時
は
能
登
も
含
め
て
越
中
で
あ
る
の
で
、
こ
の
論
で
は
鏡
石
川
を
含
め
る
。

赴
任
し
て
三
年
目
の
春
で
あ
っ
た
。
三
十
一
歳
の
国
守
が
初
め
て
出
挙
に
出
か
け
た
と
き
に
は
、
九
首
の
罵
旅
歌
中
で
越
中
の
四
首
全

(
芭
叩
)

て
と
能
登
で
の
一
首
に
川
の
名
前
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
群
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

越
中
で
は
、
家
持
の
山
と
川
の
歌
で
は
、
む
し
ろ
川
の
歌
に
本
質
的
な
風
土
を
踏
ま
え
た
内
容
が
あ
る
。
そ
こ
で
家
持
の
代
表
的
な
川

-138-



-137-

と
関
わ
る
歌
と
し
て
は
、
越
中
巡
行
に
詠
ま
れ
た
歌
を
取
り
上
げ
た
い
。
そ
こ
で
は
、
「
雄
神
川
」
「
鵜
坂
川
」
「
婦
負
川
」
「
延
槻
川
」
「
鏡

石
川
」
が
う
た
わ
れ
て
い
て
、
合
計
九
首
の
短
歌
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
五
首
が
具
体
的
な
名
称
を
伴
っ
て
川
が
う
た
わ
れ

た
。
巡
行
の
順
番
に
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
、
川
が
う
た
わ
れ
な
い
歌
も
例
に
取
り
上
げ
る
。
出
発
は
、
国
府
近
く
か
ら
始
ま
っ
て

北
上
し
て
、
国
府
近
く
に
戻
り
、
氷
見
か
ら
羽
咋
に
峠
を
越
え
て
能
登
に
向
か
っ
て
い
る
。
雄
神
川
と
し
て
う
た
わ
れ
た
庄
川
に
は
、
現

在
高
岡
市
に
葦
付
公
園
が
あ
る
。
全
て
は
巻
十
七
に
収
め
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。

斌

調
波
郡
の
雄
神
川
の
辺
に
し
て
作
る
歌
一
首

雄
神
川
紅
に
ほ
ふ
娘
子
ら
し
葦
付
[
水
松
の
類
]
取
る
と
瀬
に
立
た
す
ら
し
(
四

O
二
ご

婦
負
郡
に
し
て
坂
の
川
の
辺
を
渡
る
時
に
作
る
一
首

鵜
坂
川
渡
る
瀬
多
み
こ
の
我
が
馬
の
足
接
き
の
水
に
衣
濡
れ
に
け
り
(
四

O
二
二
)

鵜
を
潜
く
る
人
を
見
て
作
る
歌
一
首

婦
負
川
の
早
き
瀬
ご
と
に
筆
さ
し
八
十
伴
の
緒
は
鵜
川
立
ち
け
り
(
四

O
二
三
)

新
川
郡
に
し
て
延
槻
河
を
渡
る
時
に
作
る
歌
一
首

立
山
の
雪
し
来
ら
し
も
延
槻
の
川
の
渡
り
瀬
あ
ぶ
み
漬
か
す
も
(
四

O
二
四
)

気
太
神
宮
に
赴
き
参
り
、
海
辺
を
行
く
時
に
作
る
歌
一
首

之
乎
路
か
ら
直
越
え
来
れ
ば
羽
咋
の
海
朝
な
ぎ
し
た
り
舟
梶
も
が
も
(
四

O
二
五
)

能
登
郡
に
し
て
香
島
の
津
よ
り
船
を
発
し
、
熊
来
村
を
さ
し
て
往
く
時
に
作
る
歌
二
首

と
ぶ
さ
立
て
舟
木
伐
る
と
い
ふ
能
登
の
島
山
今
日
見
れ
ば
木
立
繁
し
も
幾
代
神
び
そ
(
四

O
二
六
)

森(22 ) 
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香
島
よ
り
熊
来
を
さ
し
て
漕
ぐ
舟
の
梶
取
る
聞
な
く
都
し
思
ほ
ゆ
(
四

O
二
七
)

鳳
至
郡
に
し
て
龍
石
川
を
渡
る
時
に
作
る
歌
一
首

妹
に
逢
は
ず
久
し
く
な
り
ぬ
鏡
石
川
清
き
瀬
ご
と
に
水
占
延
へ
て
な
(
四

O
二
人
)

珠
洲
郡
よ
り
船
を
発
し
、
太
沼
群
に
還
る
時
に
、
長
浜
の
湾
に
泊
ま
り
、
月
の
光
を
仰
ぎ
見
て
作
る
歌
一
首

珠
洲
の
海
に
朝
聞
き
し
て
漕
ぎ
来
れ
ば
長
浜
の
浦
に
月
照
り
に
け
り
(
四

O
二
九
)

右
の
件
の
歌
調
は
、
春
の
出
挙
に
依
り
て
、
諸
郡
を
巡
行
し
、
当
時
当
所
に
し
て
、
属
目
し
作
る
。
大
伴
宿
祢
家
持

大伴家持「山の歌」と rJIIの歌」

ま
ず
は
じ
ま
り
が
「
雄
神
川
」
(
庄
川
)
で
あ
る
が
、
昔
雄
神
村
が
東
砺
波
郡
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
を
流
れ
る
川
を
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
明
治
以
前
に
は
小
矢
部
川
も
雄
神
川
に
合
流
し
て
富
山
湾
に
注
い
で
い
た
と
い
う
か
ら
、
国
街
近
く
で
は
別
々

の
川
で
は
な
い
。
「
鵜
坂
川
」
「
婦
負
川
」
は
、
と
も
に
現
在
神
通
川
で
あ
る
。
順
番
か
ら
は
「
婦
負
川
」
を
常
願
寺
川
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

上
流
に
イ
オ
ウ
の
鉱
床
が
あ
る
の
で
鵜
飼
い
に
適
当
で
は
な
い
と
し
て
、
神
通
川
と
い
わ
れ
る
。
「
延
槻
、
河
」
は
、
現
代
名
が
早
月
川
で
あ

り
、
「
鏡
石
川
」
も
現
在
仁
岸
川
と
呼
ば
れ
て
い
て
名
称
の
変
化
が
な
い
か
、
無
い
に
等
し
い
。

以
上
の
川
は
、
初
め
て
の
出
挙
と
い
う
国
守
が
自
分
の
支
配
す
る
国
を
巡
行
し
て
い
る
た
め
か
、
あ
ま
た
あ
る
川
の
中
で
も
と
り
わ
け

印
象
的
な
川
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
で
あ
る
が
、
越
中
は
北
ア
ル
プ
ス
と
立
山
連
峰
を
源
と
す
る
川
に
特
徴
が
あ

る
。
山
と
川
に
風
土
の
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
立
山
と
呼
称
さ
れ
る
ア
ル
プ
ス
の
一
部
を
源
と
す
る
川
は
、
常
願
寺
川
と
黒
部

川
が
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ど
ち
ら
の
川
も
う
た
わ
れ
て
い
な
い
。
理
由
は
、
常
願
寺
川
は
、
鵜
飼
い
に
適
さ
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
黒
部
川
は
そ
こ
ま
で
春
の
出
挙
で
至
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

ち
な
み
に
出
挙
と
は
、
春
に
種
籾
を
貸
し
出
し
、
秋
の
収
穫
時
に
利
息
を
付
け
て
返
納
さ
せ
る
制
度
で
あ
り
、
国
守
が
視
察
の
た
め
に
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〈
佳
日
)

巡
行
し
た
の
で
あ
る
。
家
持
は
、
天
平
十
八
年
秋
に
赴
任
し
て
い
て
、
翌
十
九
年
は
病
気
で
あ
っ
た
の
で
、
三
年
目
に
し
て
初
め
て
の
出

挙
の
為
の
視
察
で
あ
っ
た
。
距
離
は
三
百
キ
ロ
ほ
ど
、
期
間
は
三
週
間
ほ
ど
で
あ
ろ
う
。
時
期
は
巻
十
七
の
巻
末
で
あ
る
の
で
、
伊
藤
博

(
註
ロ
)

氏
の
家
持
歌
日
記
と
呼
称
さ
れ
た
巻
十
七
の
構
成
か
ら
は
二
月
で
あ
ろ
う
。

巡
行
と
し
て
は
見
慣
れ
た
川
で
あ
っ
て
も
新
鮮
な
の
で
あ
ろ
う
。
雄
神
川
は
国
衡
か
ら
近
い
こ
と
も
あ
る
し
、
今
次
は
「
葦
付
(
み
る

の
類
)
」
と
い
う
食
料
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
日
常
の
川
で
あ
っ
て
も
、
川
の
特
産
品
に
触
れ
た
と
こ
ろ
が
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
次

の
、
鵜
坂
川
(
神
通
川
)
も
国
府
か
ら
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
初
め
て
の
渡
河
と
も
思
わ
れ
な
い
。
ア
ル
プ
ス
は
真
っ
白
で

あ
っ
て
も
、
平
野
を
流
れ
る
川
は
確
実
に
雪
解
け
水
で
増
水
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
こ
れ
ま
で
渡
河
の
経
験
が
あ
っ
て
、
馬
の
足
掻
き
で
衣
を
濡
ら
し
た
こ
と
に
む
し
ろ
興
味
を
示
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
春
の
出
挙
が
旧
暦
の
二
月
か
、
三
月
か
で
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
意
外
な
川
の
水
量
に
驚
き
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
の
で
、
歌
か
ら
も
雪
解
け
・
を
表
面
的
に
感
じ
さ
せ
な
い
立
山
の
姿
を
連
想
す
る
こ
と
か
ら
、
二
月
説
に
賛
同
す
る
。

家
持
の
川
の
歌
と
し
て
殊
に
特
徴
的
な
内
容
を
示
す
の
は
、
延
槻
河
で
あ
る
。
こ
の
上
流
を
立
山
と
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
立
山
連

峰
の
剣
岳
を
源
と
す
る
。
し
か
し
、
川
の
源
流
に
雪
を
頂
く
高
山
を
川
の
増
水
で
う
た
う
の
は
、
万
葉
集
で
も
こ
の
歌
だ
け
で
あ
る
。
野

田
浩
子
氏
は
、
「
一
首
全
体
の
理
解
か
ら
『
来
ら
し
も
』
と
し
た
」
と
述
べ
る
が
、
こ
の
理
解
の
根
本
は
、
立
山
に
中
心
が
あ
る
の
で
な

(
註
日
)

く
て
川
に
雪
消
の
水
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
下
流
の
増
水
か
ら
、
上
流
の
風
雨
を
思
い
至
っ
た
歌
は
、

す
で
に
あ
る
。

斌森(24 ) 

ふ
さ
手
折
り
多
武
の
山
霧
繁
み
か
も
細
川
の
瀬
に
波
騒
き
け
る
(
九
・
一
七

O
四
)



(25 ) 

細
川
と
は
現
在
冬
野
川
と
呼
ば
れ
、
祝
戸
で
飛
鳥
川
に
そ
そ
ぐ
多
武
峰
を
源
と
す
る
小
川
で
あ
る
。
飛
鳥
川
ま
で
二
、
三
キ
ロ
の
流
れ

で
あ
る
が
、
標
高
五
六
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
気
に
流
れ
落
ち
る
谷
川
で
あ
る
か
ら
、
上
流
で
雨
が
降
れ
ば
た
ち
ま
ち
細
川
の
瀬
も
川
音
を

は
げ
し
く
た
て
る
波
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
。
下
流
の
瀬
波
か
ら
上
流
の
山
を
思
い
や
っ
て
詠
ん
で
い
る
人
麻
呂
歌
集
の
歌
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
「
立
山
の
」
の
家
持
歌
は
、
類
型
の
な
い
雪
消
の
増
水
を
自
ら
の
鐙
に
載
せ
た
足
で
感
じ
て
い
る
一
首
で
あ
る
。

た
だ
し
、
第
二
句
の
「
雪
し
来
(
消
)
ら
し
も
」
が
雪
解
け
を
認
め
た
の
か
、
雪
解
け
水
が
や
っ
て
来
た
の
か
、
で
解
釈
が
分
か
れ
る
。

雪
解
け
水
で
立
山
の
雪
解
け
を
感
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
人
麻
呂
歌
集
歌
に
い
っ
そ
う
類
似
す
る
と
い
え
る
。

大伴家持「山の歌」と fJIIの歌J

結

び

少
納
言
と
し
て
都
に
戻
っ
た
三
十
四
歳
か
ら
四
十
二
歳
ま
で
は
、
天
平
勝
宝
三
年
十
月
二
十
三
日
に
う
た
わ
れ
た
歌
が
都
で
の
創
作

開
始
で
あ
る
。
山
川
の
う
た
は
、
十
一
首
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
「
山
川
」
と
詠
ま
れ
た
の
は
三
首
で
、
山
の
歌
が
七
首
、
川
の
歌
が

一
首
で
あ
る
。
山
と
い
っ
て
も
庭
の
築
山
を
「
島
山
」
と
呼
ぴ
、
あ
る
い
は
竜
田
山
を
う
た
い
、
天
孫
降
臨
に
ち
な
む
族
を
験
す
歌

(
四
四
六
五
)
で
「
ひ
さ
か
た
の
天
の
門
聞
き
高
千
穂
の
岳
に
天
降
り
し
」
と
い
う
。
そ
の
他
「
山
川
の
さ
や
け
き
見
つ
つ
」

(
二
十
・
四
四
六
人
)
な
ど
い
い
な
が
ら
孤
愁
を
う
た
う
が
、
習
作
時
代
と
異
な
り
都
の
風
土
と
の
関
わ
り
が
希
薄
で
あ
る
。

そ
こ
で
家
持
の
作
品
を
編
年
体
に
並
べ
て
、
習
作
、
越
中
に
分
け
て
山
と
川
の
歌
を
見
て
い
く
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
。
初

期
で
あ
る
習
作
時
代
に
は
挽
歌
に
う
た
わ
れ
た
山
の
歌
が
個
性
的
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
相
聞
に
も
紹
介
し
た
い
山
の
歌
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
歌
に
は
、
山
城
で
埋
葬
さ
れ
た
安
積
皇
子
の
和
束
山
と
奈
良
と
山
城
を
隔
て
る
一
重
山
で
あ
る
平
城
山
が
あ
る
。
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あ
し
ひ
き
の
山
さ
へ
光
り
咲
く
花
の
散
り
ぬ
る
ご
と
き
我
が
大
君
か
も
(
三
・
四
七
七
)

一
重
山
隔
れ
る
も
の
を
月
夜
良
み
門
に
出
で
立
ち
妹
か
待
つ
ら
む
(
四
・
七
六
五
)

越
中
で
は
二
上
山
と
立
山
が
山
の
代
表
で
あ
る
。
川
は
鵜
飼
い
に
興
味
を
示
し
て
、
「
鵜
川
立
つ
」
と
い
う
表
現
が
多
い
の
も
特
償
で

あ
る
。
ま
た
、
個
性
的
な
作
品
は
、
越
中
時
代
に
山
川
の
代
表
作
が
誕
生
し
て
い
る
。
山
の
歌
で
は
、
や
は
り
越
中
時
代
の
立
山
賦
と
二

上
山
賦
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
こ
の
代
表
的
な
山
の
歌
は
、
都
の
人
に
越
中
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
山
誉
め
の
伝
統
で
あ
る
国

斌

土
繁
栄
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
有
名
な
山
の
歌
よ
り
も
、
山
川
の
代
表
的
な
歌
は
、
家
持
三
十
一
歳
に
な
っ
た
天
平
二
十
年
の
立
山
と
延
槻
の
川
を
同
時
に
う
た

う
一
首
、
次
に
川
の
歌
と
し
て
水
占
い
う
た
う
一
首
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

森

立
山
の
雪
し
来
ら
し
も
延
槻
の
川
の
渡
り
瀬
あ
ぶ
み
漬
か
す
も
(
四

O
二
四
)

妹
に
逢
は
ず
久
し
く
な
り
ぬ
鏡
石
川
清
き
瀬
ご
と
に
水
占
延
へ
て
な
(
四

O
二
人
)

「
立
山
の
」
の
歌
を
代
表
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
は
、
異
存
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
妹
に
逢
は
ず
」
の
歌
は
疑
義
を
抱
か

れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

(26 ) 

ち
な
み
に
伊
藤
博
氏
は
鏡
石
川
(
仁
岸
川
)
の
あ
る
故
地
に
昭
和
五
十
九
年
に
一
度
訪
れ
た
と
し
て
、
「
読
み
直
し
て
み
る
べ
き
歌
な

(注
H
)

の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
。
む
し
ろ
川
の
名
前
の
豊
穣
と
妹
に
久
し
く
会
っ
て
い
な
い
嘆
き
、
そ
れ
を
第
五
句
「
水
占
延
へ
て
な
」

と
い
う
万
葉
唯
一
の
歌
語
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
悲
し
さ
も
水
の
流
れ
と
し
て
つ
の
る
。
い
っ
た
い
水
占
い
と
は
、
い
か
な
る



( 27) 

内
容
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
具
体
的
な
占
い
方
法
は
解
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
川
と
い
う
流
転
に
任
せ
る
占
い
に
、
神
頼
み
と
い

う
こ
と
よ
り
も
も
っ
と
重
い
独
り
を
感
じ
る
。
そ
れ
を
、
孤
愁
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
剣
地
に
あ
る
仁
岸
川
を
眺
め
れ
ば
、
鳴
き

砂
海
岸
に
近
接
す
る
観
光
地
が
あ
っ
て
も
、
伊
藤
氏
の
反
省
も
納
得
で
き
る
。

大
和
で
育
ち
、
さ
ら
に
平
城
京
を
中
心
に
、
せ
い
ぜ
い
聖
武
天
皇
に
従
い
、
大
和
周
辺
の
副
都
で
過
ご
し
た
の
で
あ
り
、
名
門
大
伴
氏

出
身
で
あ
っ
て
、
高
位
高
官
と
も
な
る
べ
き
身
分
で
あ
り
、
幼
少
に
大
宰
府
で
短
期
間
生
活
し
た
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
家
持
が
都
で
あ
っ

た
越
中
・
能
登
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
は
、
山
川
に
限
定
し
て
も
興
味
深
い
。
彼
ほ
ど
都
の
風
土
に
関
心
を
持
っ
て
作
歌
し
た
貴
族
歌
人

が
古
代
に
、
或
い
は
中
世
に
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
。

個
性
的
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
山
川
と
川
の
歌
に
は
万
葉
歌
人
の
何
人
も
至
ら
な
か
っ
た
風
土
を
踏
ま
え
た
心
情
表
現
に
昇
華
し
て
い

る
越
中
歌
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

大伴家持「山の歌Jと「川の歌」

注注
1

『
古
事
記
注
釈
ご
)
』
の
六
九
頁
に
「
地
上
の
地
す
な
わ
ち

m
R忌
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
地
は
海
を
も
ふ
く
み
」
と
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
当
然
地
に
対
応
す
る
天
に
あ
る
高
天
の
原
に
も
海
も
陸
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
高
天
の
原
、
天
の
川
、
天
の
岩
戸
な
ど
が
そ
の
例
証
に
な
る
。

注
2

「
万
葉
歌
に
詠
ま
れ
た
山
ー
ー
そ
の
景
観
認
識
を
め
ぐ
る
覚
書
|
|
」
「
万
葉
古
代
文
学
研
究
年
報
四
号
」
)

注
3

『
続
明
日
香
村
史
(
中
巻
)
』
(
第
三
章
第
一
節
十
人
、
二
十
)
で
源
流
と
し
て
の
山
の
存
在
に
触
れ
た
。

注
4

「
『
き
よ
げ
』
『
き
よ
ら
』
再
考
そ
の
1
・
万
葉
集
に
お
け
る
「
き
よ
し
」
の
意
義
を
中
心
に
し
て
」
(
「
高
知
女
子
大
保
育
短
大
紀
要
」
十
六
号
)

注
5

沢
潟
久
孝
氏
は
、
四
七
七
番
歌
を
、
『
万
葉
集
注
釈
(
巻
三
)
』
六
四
九
頁
に
「
年
僅
か
十
七
歳
で
菟
去
さ
れ
た
皇
子
を
悼
む
言
葉
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
警
聡
で
あ
る
」
と
す
る
。

注
6

伊
藤
博
氏
は
、
七
六
五
番
歌
を
、
『
万
葉
釈
注
一
一
』
六
七
五
頁
で
「
山
は
妻
ど
い
の
頑
強
な
隔
て
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
月
明
か
り
は
妻
ど
い

の
た
め
の
最
良
の
条
件
と
さ
れ
た
。
そ
の
対
立
二
つ
の
取
り
合
わ
せ
が
断
絶
感
を
深
め
た
、
と
す
る
。

注
7

万
葉
五
賦
、
或
い
は
家
持
三
賦
に
つ
い
て
は
、
研
究
史
と
し
て
も
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
最
近
参
考
と
す
べ
き
文
献
が
あ
る
。

-132一



斌森(28 ) -131ー

『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
(
入
)
大
伴
家
持
(
一
)
』
(
和
泉
書
院
)
で
あ
る
が
、
ニ
上
山
賦
に
つ
い
て
は
針
原
孝
之
氏
が
、
布
勢
の
水
海

賦
に
つ
い
て
は
島
田
修
三
氏
が
、
ま
た
立
山
賦
に
つ
い
て
は
原
因
貞
義
氏
が
研
究
史
を
踏
ま
え
て
精
綴
に
論
じ
て
い
る
。
但
し
、
最
も
穏
当
な

説
と
思
わ
れ
る
小
野
寛
著
『
孤
愁
の
人
大
伴
家
持
』
(
新
典
社
)
の
一
四
六
頁
か
ら
引
用
し
た
。

注
8

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
ぽ
陪
民
同
同
同
回
出
版
E
h
p陪
h

参
照
。

注
9

富
山
県
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
惇
陪
於
国
同
除
医
院
陪
阿
倍
隠
参
照
。

注
叩
「
家
持
天
平
二
十
年
出
挙
の
諸
郡
巡
行
歌
の
特
質
」
(
「
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
」
第
十
二
号
)
で
触
れ
た
。
歌
群
と
し
て
は
、
構
造
を
持

っ
と
言
う
よ
り
も
、
日
記
風
の
内
容
で
あ
っ
て
、
「
当
時
、
当
所
に
属
目
し
て
作
れ
り
」
と
い
う
こ
と
が
九
首
の
歌
の
基
本
で
あ
る
。

注
日
出
挙
に
つ
い
て
は
舟
尾
好
正
氏
(
『
日
本
の
古
代
国
家
と
農
民
』
春
夏
二
季
出
挙
の
意
義
)
と
宮
原
武
夫
氏
(
「
出
挙
の
実
態
に
関
す
る
一
考

察
|
備
中
国
大
税
負
死
亡
人
帳
を
中
心
に
し
て
」
(
「
史
林
」
五
十
五
巻
五
号
)
な
ど
を
参
照
し
て
い
る
。
実
際
の
越
中
・
能
登
を
巡
行
す
る
こ

の
出
挙
期
間
と
距
離
に
つ
い
て
は
、
山
口
博
氏
が
『
万
葉
の
歌
(
十
五
)
北
陸
』
(
保
育
者
)
の
一
九
三
頁
に
「
全
行
程
少
な
く
み
つ
も
っ
て
も

三
百
キ
ロ
、
一
日
約
二
十
キ
ロ
平
均
と
し
十
五
日
間
の
長
旅
」
と
記
す
。
私
は
、
行
程
三
百
キ
ロ
は
認
め
た
い
が
、
二
週
間
は
三
週
間
に
改
め

た
い
。
根
拠
は
、
能
登
が
二
月
の
日
本
海
の
厳
し
い
船
旅
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
陸
路
の
倍
の
日
数
を
費
や
し
た
か
ら
と
考
え
る
。

注
ロ
二
月
説
の
伊
藤
博
氏
は
、
万
葉
集
の
家
持
日
記
巻
十
七
、
十
八
、
十
九
が
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
が
二
月
で
終
え
て
、
巻
頭
が
三
月
か
ら
始
ま
る
と
い

う
基
本
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
『
万
葉
集
全
注
巻
十
八
』
(
有
斐
閣
)
の
巻
十
八
概
略
二
頁
か
ら
一
一
一
頁
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
当

然
こ
の
論
理
か
ら
は
巻
十
七
の
巻
末
に
近
い
出
挙
が
二
月
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

注
目
「
立
山
の
雪
し
来
ら
し
も
」
(
『
万
葉
集
の
叙
景
と
自
然
』
所
収
)
一
一
一
六

O
頁

注
日
比
伊
藤
博
氏
『
万
葉
集
釈
注
(
九
)
』
三
四
六
頁
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参考資料山と川の句

巻 事番号 山と川町句 巻 車番号 山と川町旬 巻 量番号 山とJIJの句

8 11 5日 =笠田山のl'政黄葉 17 3987 主〈しげ/二上山に 19 4151 あしひ吉町ノ崎町上の桜

春日の山は/色村吉にけり 宇奈比J111清吉溜ごとに 19 4152 奥山の/八つ障の椿8 11 568 
17 3991 

主くしげ/二上山に
あしひきのノ山坂越えて?日 4154 8 11 447 11 まととぎずノ佐保田山辺に

山はしも/しじにあれどもIJIJ
夏山の/木末の繋に

4156 
あしひきの/山下とよみ8 1494 

はしもノさはに行けども 19 
液晶E事国の/川町瀬に

佐保の川門の/清書瀬を 17 4000 
新川町ノその立山に4 715 

4 739 後讃山/後も逢はむと 帯ばせる/片貝川町 19 4157 瀧田川/絶ゆること者〈

立山に!I嘩り置ける雪を あしひ吉田/山町木宋も
品しむ吉の/山路を古して 17 判01 19 4160 

行〈水の/止まらぬごと〈
3 466 

山隠しつれ/心利もなし 17 40ω 片買の/川拍動胃〈
19 4163 川の瀬に/霧立ち渡れ

3 471 

奥つ域と恩へば/愛し吉佐保 か吉数ふ/二上山に

19 4164 畠しひ吉由/八つ峰踏み越え3 1474 
山 17 4006 射7l<JIJノ清吉河内に

白雲のノ走者び〈山を 1914166 あしひ吉田/八つ峰飛び越え
8 11位9

山鳥こそばJ跨向かひに
自富田/たなびく山を 1914169 山のたをりに/立つ霊を高円の/山にも野にも

17 4011 行〈川町/清吉漏ごとに
自 1035 国跡川町/溜を清みか ーょの/山飛び越えて 思ひ延べ/見和吉し山に

1914177 八つ峰には/頭たなび/曜E喧1713911 品しひ吉の/山辺に居れば 17 14013 ニ上の/をてもこのもに 山ノ飛び越え行吉で
8 116位 つま恋にノi醜〈山辺に 1714015 須加の山/すかな〈のみや

1914178 ほととぎす/丹生田山辺に
8 116閃 山呼びとよめ/さ雄箆鳴くも 1714位1 縫神川/紅に日ふ

1914180 あしひきの/山呼びとよめ
6 11037 山川の/さやけ吉見れば 1714022 掲境川/j，重る瀬1tみ

1914185 繁山由/奇辺に生ふる
1613854 鰻を取ると11111こ涜品企 1714023 婦負川町/早吉瀬ごとに

1914189 叔罵川/者づきl};.炉J
4 1765 一重山/漏れるものを

1714昭4
立山の/雪し消らしも

1914190 現霜川/瀬を尋拍つつ
8 11464 たなび〈山由ノ踊れれば 砥搬の/川の渡り溺

1914191 議川立ち/取らさむ鈷の
8 11回2 あしひ吉田/山辺に居りて 1714但6 能量的島山今日見れば

1914192 まそ鏡/二上山に
8 11飽5 佐保川町/水を塞き上げて 1714但8 餓石川/清吉漏ごとに

1914195 1:1ととぎす/いづへの山を
4 1769 ただひとり/山辺に居れば 1814076 あしひきの/山はな〈もが

4 1779 山近し/明日の日取りて 18140ω 山をしも/古はに1tみと
品しひきの/山川漏り

1914214 
行〈水町ノ留めかねっと

山辺には/花議書ををりノJIJ 18140剖
山川をIIT.み厚みと

1914225 
品しひきの/山の黄葉に

陸奥田/小国主岳山に
散らむ山路を1;冒が越えまく3 1475 滋には/年魚子さ走り

和鷹山ノ御輿立たして 1814097 陸奥山に/金花咲く
1914239 ニ土の/蜂の上の繁に

3 1476 お1:1にそ見ける/和策袖山
1814098 

この川町/絶ゆること在<1こ
畠しひ吉町/八つ峰の上白

の山のノいや継ぎ継吉に 1914266 
島山にノ赤る樋3 14π あしひ吉町/山吉へ光り

3 1478 活遡Uノ木立の繁に 18141∞ 吉野'JlJI絶ゆること者〈 1914却1 白雪の/降り敷く山を

1713953 秋風寒み/その川町上に 1814106 腕1<JIJノ涜る水涼の 1914却B 川諸にも/雪1.降れれし

あをによし/奈良山過ぎて/ 1814111 畠しひ吉のノ山白木宋は
2014305 木の暗のノ繁吉崎町上を

泉1111清吉川原に
1814116 

岩視踏み/山越え野行吉
20伺09 秋風に/者ぴ〈川辺町17 13957 

山川の11萄りであれば 射制111雪消溢りて
山見ればノ見のともし<1川あしひきの/山田木末に

1814122 あしひきの/山のたをりに 20必60
見れば/見のさやけく

口調62 あしひ吉田/山坂越えて
1814125 安田川/中に隔てて 20必95 龍田山/見つつ越え来し

1713964 山川の/そきへを遠み
1814126 天の川/橋渡せらば

20伺97 晃渡せば/向つ峰の上の
口調印 品しひ吉の/山吉へなりて

1814127 安の川/い向かひ立ちて
20伺98 いや高に/山を越え過ぎ

1713978 
あしひ吉の/山越え野行吉

1814136 あしひきのノ山町木宋町
高千穂町/岳に天降りし卯の花の/に1:1へ岳山を

秋風にノもみたむ山を
2014465 

山川を/岩視さくみて19141崎
1713981 あしひきの/山吉へ者りて

1713983 あしひきの/山も近吉在
1914146 川瀬尋め/心もしのに 20判68 山川町/さやけ吉且つつ

夜降ちて/鴫〈川干高 20判81 品しl}吉の/八つ峰の椿1914147 
17 13985 

射水川/い行き巡れる/玉〈

射水JIJノ朝漕ぎしつつしげ/ー上山は 1914150 


